
市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
串
間
を

訪
れ
た
。
宮
日
の
支
局
長
と
し
て
、

３
年
過
ご
し
た
串
間
は
「
第
二
の
故

郷
」。
大
束
の
広
大
な
甘
藷
畑
を
１

カ
月
ぶ
り
に
見
て
、
一
抹
の
寂
し
さ

が
こ
み
上
げ
た
。

　

知
人
の
家
を
訪
ね
る
と
、
仲
間
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。

「
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
た
ね
。
食

べ
て
行
っ
て
」。串
間
は
温
か
い
人
が

多
い
。
牛
、
豚
、
鶏
肉
、
野
菜
を
頬

張
っ
た
。
イ
ノ
シ
シ
肉
、
当
日
朝
に

磯
で
採
っ
た
と
い
う
天
然
カ
キ
も
焼

か
れ
て
い
た
こ
と
に
、
串
間
ら
し
さ

を
感
じ
た
。
シ
シ
肉
は
歯
ご
た
え
が

あ
り
、
カ
キ
は
潮
の
香
り
が
最
高
だ

っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
２
カ
月
、

宮
崎
市
の
自
宅
で
一
度
も
刺
し
身
を

食
べ
て
い
な
い
。
ス
ー
パ
ー
で
見
か

け
て
も
、
お
い
し
そ
う
に
見
え
な
い
。

串
間
で
は
魚
介
類
だ
け
で
は
な
く
、

旬
の
果
物
や
野
菜
、
山
菜
を
口
に
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
値
段
ば
か
り

で
選
ん
で
い
た
食
べ
物
を
見
る
目
が

肥
え
た
と
実
感
。
串
間
で
生
活
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
る
。

　

多
く
の
人
に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
た
。
都
井
岬
、

市
木
の
火
祭
り
は
勇
壮
で
、
広
野
の

も
ぐ
ら
も
ち
は
に
ぎ
や
か
。
ず
っ
と

継
承
し
て
い
き
た
い
伝
統
行
事
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

市
民
団
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
も
印

象
に
残
る
。
J
R
串
間
駅
横
の
路
面

電
車
活
用
、
木
代
の
み
か
ん
山
整
備
、

鈴
嶽
の
そ
う
め
ん
流
し
、
本
城
の
ひ

な
ま
つ
り
、
毎
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会
・
・
・
。
残
念
な
の
は
、
か

か
わ
っ
て
い
な
い
市
民
の
「
あ
ん
な

こ
と
し
て
、
何
に
な
っ
と
か
」
と
批

判
の
声
が
上
が
る
こ
と
。
み
ん
な
故

郷
の
活
性
化
を
模
索
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
動
し
て
い
る
。
応
援
す

る
心
を
持
ち
、
意
見
が
あ
れ
ば
市
民

団
体
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

　

自
然
豊
か
で
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り

流
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
串
間

は
前
向
き
な
「
改
革
」
が
少
な
い
気

が
す
る
。
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
各
種

会
議
は
形
式
的
な
も
の
が
多
く
、
実

に
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
を
持
っ
た
。

市
民
秋
祭
り
な
ど
３
大
祭
り
は
毎
年

同
じ
構
成
で
、
変
化
が
ほ
し
い
。
ま

た
、
他
に
類
を
見
な
い
観
光
地
で
あ

る
都
井
岬
、
幸
島
を
含
め
、
あ
ら
ゆ

る
発
信
力
が
弱
い
。
せ
っ
か
く
の
自

然
、
観
光
資
源
、
イ
ベ
ン
ト
が
も
っ

た
い
な
い
。
各
リ
ー
ダ
ー
が
や
る
気

を
出
し
、
足
を
引
っ
張
る
「
外
野
」

が
な
け
れ
ば
「
改
革
」
は
で
き
る
は

ず
。
ふ
る
さ
と
納
税
、
移
住
支
援
な

ど
で
分
か
る
よ
う
に
自
治
体
間
の

「
生
き
残
り
競
争
」
が
激
し
く
な
っ

て
い
る
。
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
大

胆
な
政
策
、
ア
イ
デ
ア
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
。

　

小
学
２
年
の
長
男
は
「
漁
師
に
な

り
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
串
間
で

の
釣
り
、
定
置
網
、
磯
遊
び
体
験
、

魚
の
お
い
し
さ
が
彼
の
胸
に
刻
ま
れ

た
。
優
し
い
人
が
多
く
、
串
間
に
い

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
、
夢
も
芽

生
え
た
と
思
う
。
長
男
の
よ
う
に
自

然
と
食
、
人
に
恵
ま
れ
た
串
間
に
魅

力
を
感
じ
る
人
は
多
い
は
ず
だ
。
現

状
維
持
で
い
い
と
い
う
「
て
げ
て
げ

感
」
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
よ
り
よ

い
未
来
を
創
造
し
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
家
族
と
も
ど
も
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
感
謝

ば
か
り
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
串
間
の
発

展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
自
分
も
貢
献

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

随  

想

「
豊
か
な
串
間
に
感
謝
、

　
心
か
ら
発
展
願
う
」

なかの ゆうじ（37歳）
都城市出身。2002年
宮崎日日新聞社入社。
レイアウトする整理
部、運動部を経て串
間支局へ。現在、整
理部で夕方出社、夜
12時ごろまで勤務。

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,550人（前月比 -11人）
　男 8,647人　女  9,903人
　世帯数  7,914世帯（平成28年５月１日現在）
＊平成27年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　今回の特集で紹介した神戸タマさんが、宮崎県で初めて開設した保
育所であるりんぽかん保育園。場所を変えて、建て替えられたりしな
がら現在に至ります。同
保育園では、約30人の
子どもたちが毎日のびの
びと元気いっぱいに過ご
しています。これからの
時代を担う子どもたちの
健やかな成長を、きっと
タマさんも天国から見
守っていることでしょう。

りんぽかん保育園の皆さん

ホタルの撮影に初挑戦。本城の山奥
に４日連続で宮日の支局長と一緒に
撮影へ。これがなかなか難しい。カ
メラの腕のなさを痛感しました。た
だ、ヒメボタルが乱舞し、光る様子
は神秘的で感動もの。串間のすばら
しさをまた一つ確認できました（イ）

春の叙勲受章者の方に話を伺いまし
た。皆さんそれぞれ経歴などは違う
のですが、共通していたのは自分だ
けの章じゃないという言葉。周りの
人に対する感謝の気持ちでした。人
は一人では生きていけない。忘れが�
ちですが、大切にしたいです（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1008/2016. ６）

仕事でもプライベートでもよく通った都井岬。
四季折々の風景、さまざまな表情を見せる岬馬に癒された。
串間市民をはじめ、もっと多くの人に魅力を知ってほしいと思う。

中
野
　
裕
二
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ビアガーデン好評開催中
●宮崎牛炭火焼肉食べ放題＆飲み放題
　料金＝4,000円（前売り3,500円） 
　１名様からでもＯＫ！
　送迎無料です。

串間温泉いこいの里カラオケ大会
　日時＝６月16日（木）午前11時～午後２時
　場所＝いこいの里　大広間
　料金＝2,500円（温泉・お食事・カラオケ・ワンドリンク）

カフェアーリオで 
べっぴんカレー始めました
　地元産の素材と米、たまねぎ、にんじん、ジャガイモを
中心にじっくりと煮込んだルー、それに「宮崎牛」「美咲豚」
をトッピング！ぜひ食してみてください。

指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�６月の休館日は15日（水）です

TEL 0987-75-2000
文化財専門員と歩く 
　『都井岬あじさいロードと 
　　　　　　　春駒ウォッチング』
　この時期、何と言っても都井岬の「あじさいロード」
と「春駒」ですね。皆さんは、もう春駒と会いましたか？
　文化財保護専門員の解説を聞きながら一緒に歩きませ
んか？普段、聞けない貴重なお話が聞けますよ♪
●開催日＝６月12日（日）（小雨決行）
●時間＝午前９時半～午後12時半（集合は午前９時）
●講師＝串間市文化財専門員　秋田優さん
●参加費＝大人（高校生以上）	 800円
　　　　　小・中学生	 500円
※�都井岬ビジターセンター入館料・野生馬保護協力金・

イベント保険・おにぎり２個が参加費に含まれていま
す。

※水分は各自でご持参ください。
●参加対象＝小学生以上
●受付締切＝６月９日（木）午後５時
●�コース（約６㎞）
 �ビジターセンター ⇒ 小松ヶ丘広場（小休憩）⇒
 小松ヶ丘（春駒ウォッチング）⇒ ビジターセンター

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546


